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Ⅰ．は じ め に
美術作品を展示し鑑賞する場所としてまず想起される
のは美術館であろうが，都市に点在するギャラリーの存
在も大きい。札幌においては，自ら企画し美術家を育成
して広く売り込みを図るギャラリーがほとんど見あたら
ない一方で，一定の金額を支払えば借りることができる
「貸し画廊」が多く，そのことが札幌のアートシーンの
限界であると批判的にとらえる意見も存在するが，日ご
ろ美術に親しむ市民にとってギャラリーは身近な存在と
いえる。
ギャラリーと一口にいっても形態はさまざまである。
いわゆる「貸し画廊」のほか，近年はカフェなど飲食店
の壁を利用したものや，飲食店内に専用の空間を設けた
もの，ホテルの一角，さらにアート関係の小物などを販
売する店舗と併設した空間もある。また，必ずしも美術
品の展示専用ではないホールなどを利用する場合も少な
くない。
ところで，札幌にはいったいいくつのギャラリーがあ
り，その数はどのように推移しているのだろうか。これ
は，地域における美術活動について研究するにあたりき
わめて基礎的なデータであると思われるのだが，管見で
は，具体的に調査した文献の存在を知らない。
方法として，筆者が２０００年から更新を続けているウェ
ブサイト「北海道美術ネット」および２００５年に始めた
「北海道美術ブログ」に基づき数え上げることにした。
この一文は，その調査を踏まえ，札幌でアートを発表し
鑑賞する環境について考察をめぐらせたものである。
Ⅱ．調 査 方 法
札幌で美術展の情報を掲載している媒体としては「北
海道新聞」があるが，途中で掲載方法などが変わるなど
しているため，同一の基準でギャラリー数をカウントす
るのには必ずしも向いていない。また，他の新聞・雑
誌・フリーペーパーなどは，紙面（誌面）スペースにあ
わせて，たくさんある情報から選択して掲載しており，
本小論の目的には全く合致しない。
筆者は２００２年から現在まで，札幌のギャラリーを巡っ
て，置いてある案内状を入手してまとめる―という同一
の手法による行為を継続している（ただし２００４年夏から
２００６年初頭の１９カ月間のみ中断）。
その資料を用い，２００２年から２年ごとに，６月のデー
タを拾うことにした。
６月を選んだ理由は，
① １，２月などの厳冬期は閑散期のため正確なデータが
取りづらいことが予想されたこと，
② ５月などは，祝日の曜日といった偶然の要素によっ
てギャラリーの開いている日数が左右されるおそれの
あること
―を考慮したためである。年間を通してデータを算出す
ることは，不可能ではないが，相当の手間がかかり現実
的ではない。１年の中でも，祝日がなく，平均的なデー
タがとれる月を選べば，いわば定点観測的な数値が得ら
れることが期待される。
展覧会の数をカウントする場合，１日でもその月内に
開かれていれば，開催数に含めることにした。
なお「北海道美術ネット」「北海道美術ブログ」には
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・札幌市内のギャラリーの数を２００２年から２年おきに比較すると，４３カ所から７８カ所へと大幅
に増加している。
・地理的な分布を見ると，中央区への偏在から，周縁部へと拡散する傾向が顕著である。
・貸しギャラリーは多いが，広く全国的な視野から活動しているギャラリーはほぼ皆無といっ
てよく，札幌の美術シーンが東京など道外のトレンドから縁遠くなることの遠因となってい
るのではないか。
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（写真１）茶廊法邑
札幌近郊の市町村の情報も多数掲載されているが，ここ
では比較の対象を明確にするため，札幌市内の会場およ
び展覧会に絞った。
Ⅲ．ギャラリー数の推移
結論から言うと，２００２年と０８年を比較した場合，札幌
のギャラリーは大幅に増えており，展覧会の数も多く
なっていることがわかる。すなわち，２００２年で４３カ
所，０４年６５カ所，０６年６９カ所，０８年７８カ所となっている
（末尾の別表参照）。
昔に比べるとギャラリー回りが格段に大変さを増して
いるという感触は得ていたが，それを裏付ける数字が得
られた。増加の様相について細かく分析すると，これま
で活動しているギャラリーに，単純に新顔が加わって
いったというのではなく，かなり入れかわりの激しい世
界であることが分かる。
２００２年６月に展覧会を開いている会場のうち，じつに
半数近い２０カ所がすでに閉鎖されるなどして現存しない
か，あるいは，場所自体は今に至るまで存続していても
展覧会場としてはすでに使用されていない。この範疇に
入るのは，美しが丘アートギャラリー，カフェ・エルエ
テ・デュ・ミュゼ，ギャラリーどらーる，クルトゥーラ
などが該当する。このほかに，１カ所はその後現在に至
るまで展覧会場としての実績が確認できず，また，２カ
所が引っ越しを余儀なくされている。したがって，わず
か８，９年で，全体のおよそ半数が消えてしまうという，
厳しい現実が浮き彫りになっている。
ここで附記しておきたいのは，ギャラリーや画廊喫茶
などとして「北海道美術ブログ」にリストアップされ，
前後の月などで展覧会が開かれていながら，たまたま当
該の月には開催のないという会場が，２００８年６月で実に
８５カ所にも上っているという事実である。この８５カ所
は，ギャラリーとしての活動があまり活溌ではないとい
う見方もできようが，筆者が活動状況をたまたま把握で
きなかっただけであるという可能性はある。実際，現在
でも比較的盛んに展覧会を開いているギャラリーもいく
つかこの中には含まれている。
ちなみに，２００２，０４年には，このように，リストアッ
プされていながら６月には何も開かれていない会場とい
うのは，数カ所しかなく，近年になって急速に増加して
いる。
いずれにしても「展覧会が開ける会場」というくくり
でいうと，２００８年６月現在，同月に何らかの展示が行わ
れていた７８カ所と，開催が確認されていない８５カ所とを
合わせ，１６０カ所を上回る会場が，札幌市内に存在する
という計算になる。
２００２年よりも以前，札幌のギャラリーの数を単純に比
較できる資料は，管見では存在しない。参考までに
「さっぽろ文庫 札幌の絵画」（札幌市，札幌市教育委
員会編，１９８１年）では，３５のギャラリーが列挙されてい
る。すべて中央区内であり，しかも円山や山鼻にはな
く，都心部・近代美術館周辺・中島公園附近などに集中
している。また，同書には「大小とりまぜて六十余りの
ギャラリー（またはギャラリーの機能を持つもの）があ
るといわれる」という記述もある（注１）。
さらに「かなり長い時期，札幌で展覧会を見るには，
このギャラリーがある南一条通りを三丁目から四丁目ま
での角まで歩けば，それで用は足りた」（注２）とも記されて
おり，１９７０年代よりもさらに以前には，ほんの数えるほ
どのギャラリーしか市内になかったことがうかがえる。
Ⅳ．ギャラリーの分布
ギャラリー回りを厳しくしているもうひとつの理由は
都心を離れて郊外に展開するギャラリーが増えてきたこ
とである。
これも前節で指摘したのと同様，一本調子に都心部の
会場が無くなって，郊外に新設されたのではなく，郊外
でもいくつかが閉鎖され，都心にも新しいギャラリーが
開設されてはいるのだが，全体の流れとして，相対的に
郊外へのシフトが見受けられる。
２００２年に中央区以外にあったギャラリーは７カ所だっ
た。これは市内全体の１５％足らずにすぎない。２００４年に
は１５カ所，２３％，０６年には１７カ所，２５％となり，０８年に
は２３カ所，２９％まで上昇している。もちろん，中央区の
圧倒的な優位は変わらないものの，北区，西区への展開
が目立つ。従来ほとんどギャラリーがなかった東区にも
「茶廊法邑」（写真１）などが新たに開店した。また中
央区内でも，いわゆる都心部ではなく，円山地区や山鼻
地区，中島公園周辺などにも分布がみられる。
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（写真２）時計台ギャラリー
（写真３）札幌市写真ライブラリー
ただし，ニューヨークなどでこれまでよく見られてき
たような，地価の安い地区へのギャラリー・アトリエの
大量転居・集中による新たなアート街の形成といった現
象は，現在のところ札幌ではみられないようである。こ
れは，かつての銀座・京橋地区への一極集中から，青山
や江東区などに分散化の傾向をみせる東京と共通してい
る。
筆者が今回の報告者執筆のため２００９年秋に訪問した米
国サンフランシスコでも，中心部のほかに，ミッション
地区と呼ばれる住宅地にギャラリーや，ショップを兼ね
た展覧会場の集積が進み，若手作家の作品展が開かれて
いた。この地区では，ギャラリーマップを作って，アー
トファンにアピールしていた。
なお，札幌に隣接する江別や恵庭，千歳などでもギャ
ラリーの開設は相次いでおり，これらのギャラリーの情
報は，札幌市内では入手が難しい媒体にしか出ていない
場合が多く，また，案内はがきやちらしが札幌市内の
ギャラリーに置かれている場合もあまりないので，定量
化は困難である。
Ⅴ．ギャラリーの種別
札幌のギャラリーは，ギャラリーミヤシタなど，現代
絵画などに限定するところもあるが，展示分野を問わな
いところがほとんどである。札幌のアートファンに古く
から親しまれている札幌時計台ギャラリー（写真２）や
大丸藤井スカイホールといったギャラリーでも，絵画，
彫刻，工芸など，幅広い分野の展覧会が開催されている。
ただし「写真」に限っては，従来，作品を作る側も鑑
賞する側も，他の美術分野とは重なっていなかったため
に，専用のギャラリーがあり，発表はもっぱらそこで行
われることが多い（他の会場で発表しないということで
はない）。
非常に意外なことであるが，ギャラリーの数が増えて
いる中，写真専業のギャラリーだけは減少している。
２００２年当時あったコニカフォトサロン，クリエイトフォ
トギャラリー，イーストウエストフォトギャラリー
は，０８年にはいずれも姿を消している。また，０８年には
存続していた，札幌市写真ライブラリー（写真３）は
２０１０年１月に廃止された。廃止の計画が一時浮上した富
士フイルムフォトサロンは関係者の熱心な運動なども
あって移転存続が決定したものの，２０１０年以降も活動を
継続するのは，キヤノンギャラリー（写真４）を含めご
くわずかになる見通しである。
写真愛好者の数が減っているということではない。む
しろ，団塊の世代を中心にブームとも言える興隆を見せ
ているのが現状である。写真ギャラリー減少の背景とし
ては，フィルムからデジタルへの移行が，写真文化を支
（写真４）キヤノンギャラリー
北方圏学術情報センター年報 Vol．２
―１５９―
（写真５）石の蔵ぎゃらりい はやし
える企業の体力に響いているのは確実であろう。事実，
上に挙げた４カ所のうち，札幌市写真ライブラリーを除
く３カ所は，いずれもフィルム市場の縮小を背景にして
いるといえよう。
一方で，写真の展示もできる無料のスペースや，飲食
店などは，登場しては姿を消している。若い層の写真愛
好家はこのような場所を用いてグループ展を開いている
ことが多いようだが，告知が身内や狭い範囲にとどまり
がちな傾向が指摘されており，「北海道美術ブログ」ま
で情報が到達しないことも多いと推察される。
と同時に，これまで写真の人間関係の中で主にまわっ
ていた「発表―鑑賞」のサイクルが，写真ギャラリーの
減少などに伴ってより広い美術全般の領域に拡張される
ことで，新しい出合いやコラボレーションなどが生まれ
るかもしれない。
写真とは反対に，増加しているのは「衣服やアクセサ
リーなどの手作り品の展示即売に多く使われる会場」で
あろう。明確な基準はないが，２００８年時点でこの用途が
多い「石の蔵ぎゃらりい はやし」（写真５）「さぱら
ホール」は，２００２年にはまだ存在していない。２００９年に
は手芸店が運営する「ギャラリーカナリヤ」もオープン
しており，中高年主婦層などを対象に根強い需要がある
ようだ。この分野は，ファインアートからすると，純粋
なアートとは言いがたい周辺的な分野に位置づけられる
ことも多いが，急増するギャラリーの経営を下支えする
効果もあり，注目される。
Ⅵ．ギャラリー増加による影響
以上述べてきたような，札幌におけるギャラリーの増
加や分散化傾向によって，都心部に以前からあるギャラ
リーは，予約数の減少により日程が埋まらなくなる傾向
が顕著になってきた。
或るギャラリーでは，かつては担当者が前年の暮れの
うちに翌年の日程をすべて埋めていたが，近年では，予
約が入らず，休みの日が目立つようになってきた。ま
た，別のギャラリーは，予約が入っていない日程を埋め
るために，直前になって知己の美術家に電話を掛けて，
安値で借りるよう依頼しているという実情もある。
その一方で，借り手によって金額が大幅に変わること
は良くないという方針のもと，空きが生じても無理には
埋めないというギャラリーもある。
都心部のギャラリーは，訪れる人も多い半面，標準的
な会期である６日間使用するために，借用料だけで５万
から２０万円というまとまった費用が必要となる。案内状
の制作費や発送費，作品の運搬費用は別である。これ
は，定職を持たない若い作家には厳しい負担である。机
上の計算では，絵画でいえば，号あたり５万円前後の小
品を２点売ることができれば元は取れるはずであるが，
そう簡単にはいかない。
都心から離れたギャラリーや会場の方が，土地代や家
賃が安い分，借用料も比較的低額である場合が多い。ま
た飲食店では，借用料が無料で，代わりに店側から，
コーヒーチケットの購入などを求められる場合もある。
財政的な負担の小さい方に作家（借り手）が流れるのは
やむを得ない現象だといえよう。
いずれにしても，前述の約１６０カ所のうち，１年を通
して全会期の借り手がついている会場は，ほんの数える
ほどしかなく，都心・郊外を問わず大半のギャラリーが
借り手の確保に頭を悩ませているのが現状ではなかろう
か。
Ⅶ．結 語
「はじめに」でも述べたように，ギャラリーは美術作
品の発表・展示に大きな役割を担っている。したがっ
て，札幌にギャラリーが増えること自体は，歓迎すべき
ことなのだろう。展示発表の気軽さが増大することは，
地域におけるアートの裾野を広げることに寄与するであ
ろう。
団塊の世代が定年を迎えるとともに，生涯学習の需要
はこれまでになく強まっている。アマチュアの発表の場
として，ギャラリーの必要性は高まっているといえる。
しかし，趣味ではなく，アーティストや，それを志す者
にとって，貸しギャラリーだけが増えていく札幌の現状
は，歓迎すべきだろうか。
これだけ発表の場が増えても，「発表―鑑賞」のサイ
クルが札幌で完結してしまっており，道外や世界で，札
幌や北海道のアートは，一部に例外はあるものの，総じ
て極めて存在感が稀薄なものになっている。関西や名古
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屋，その他本州の地方都市のギャラリーが，東京などで
開催が盛んになっているアートフェアなどに出品してい
るのに，道内のギャラリーが近年アートフェアに出品し
たことは一度もない。道内在住作家が本州でのグループ
展・海外の展覧会に参加したり全国規模のコンクールで
入賞したりといった例は決して少なくなく，近年では岡
部昌生氏のヴェネツィアビエンナーレ出品といった輝か
しい実績もあるとはいえ，それらの例が，札幌のアート
シーンの存在を広く認知させることにつながっていると
はとうてい言えないのが実情ではなかろうか。
美術愛好家に親しまれている「月刊美術」２０１０年２月
号では，全国のギャラリーを特集したが，岐阜などの地
方都市は掲載されていても，札幌を含め道内の記述は皆
無である。
また，昨年出版された「週末はギャラリーめぐり」
（山本冬彦著，ちくま新書）は，書名の通り，ギャラ
リーでの美術鑑賞を推奨した本であるが，東京や大阪，
仙台，名古屋の画廊については触れられていても，札
幌・北海道のことは１行も記されていないのが実情だ。
札幌の作家が道外の美術市場から切断されている状態
は，作家の経済的自立を妨げこそすれ，促しはしないだ
ろう。地元作家を育成すると同時に広い市場につながる
力を持ったギャラリスト（画商）の出現が望まれる。
またその一方で，生涯教育，生涯学習の成果を発表す
る場としてのギャラリーの重要性は，今後よりいっそう
認知が深まっていくことが予想される。その意味では，
プロフェッショナルな作家の広い展開を後押しするギャ
ラリストと同時に，気軽に，比較的安い値段で発表ので
きる場所が必要とされることは言を俟たない。高齢化社
会の進展とともに生涯学習の重要性がこれまでになく高
まっているといわれており，それぞれの地域に根差した
ギャラリーやギャラリー喫茶などの施設は，中心部を離
れた位置にますます立地が増えていくことであろう。
（本研究は，平成２１年度北翔大学北方圏学術情報セン
タープロジェクト研究の助成を受けて行われた。）
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（注１）札幌市教育委員会編「さっぽろ文庫 札幌の絵
画」，初版，２４４ページ，札幌市，札幌
（注２）同前，２４６ページ
（別表 札幌市内のギャラリー数）
２００２年 ４３ （うち中央区以外 ８）
２００４年 ６５ （うち中央区以外 １０）
２００６年 ６９ （うち中央区以外 １７）
２００８年 ７８ （うち中央区以外 ２３）
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On the number of galleries and exhibition spaces in Sapporo
Akira Yanai The Hokkaido Shimbun Press
Abstract
In Sapporo, there are many galleries and exhibition spaces. I counter them from my website, and found
that they were ４３（２００２）, ６５（２００４）, ６９（２００６）, ７８（２００８）.
Galleries and exhibition spaces, include hall and cafe, increases in recent years. However, most of all are
rental spaces. Few gallerists support artist.
Key words：gallery, rental gallery, Sapporo, exhibition, downtown and suburb
札幌のギャラリーの増加について
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